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薬膳原理 と食 ・ 薬材 の 効用 （3）
一
薬膳 に用 い る身近 な薬物類一

難 波 恒 雄
＊

　 〔Tsuneo　Narnba＞

9． 薬物類

　1＞ 根 ・根茎類
う　こ ん

鬱金 （薬 味 ＝ 辛，苦 ， 薬 性 ＝ 寒 ）

　基源 ：亜 熱帯ア ジ ア 原 産 の シ ョ ウ ガ 科 の ウ コ ン Cur−

cuma 　longa　L ．の 根 茎。主産地 は イン ド，タ イ，台湾な ど。

最近 で は 南米か らも輸入が あ る。黄色染料 と して ，か つ て は

た くあんや僧侶 の 衣 を染色した。薬用 に す る ほ か，主 な用 途

として，カ レ
ー
粉 の 原料 とな る。

　成分 ：精油，黄色色素 を含有す る。

　薬効 ；芳香性健 胃，利尿，利胆薬 と して ，胆 石 症，黄疸 な

ど に 月目い る。

　選 品 ：濃い 黄赤色で，長 楕 円形 の 整 っ た もの が 良 品。中国
　 　 きょ うおう

で 「姜 黄」と称 する生 薬 は，同 じシ ョ ウ ガ科 の ハ ル ウ コ ン

Cu「cuma 　aromatica 　SALISB．の 根 茎．

　◎ ターメ リッ ク とい う名 で ， カ レ
ー

に は 欠 か せ な い ス パ

イ ス 。ヨ ーロ ッ
パ で は ， 肉類 の 防腐剤， 防虫剤 と し て も使 わ

れ て き た。
お う ぎ

黄耆 （薬味＝甘，薬性 ＝温）

　基源 ：マ メ科 の キバ ナ ォ ウ k
’
　Astragalzas　 membranaceZtS

’

BUNGE お よび ナ イ モ ウオ ウギ 4 ．　mongholicus 　BUNGE ，そ

の 他 同属 植 物 の 根 を乾 燥 し た もの （綿 黄耆）。繊 維 が 多 く，

皮 をは ぐと綿 の よ うなの で こ の 名 が ある。ま た は，山 西省泌

州 の 綿上 に産 す るか らだ と も い わ れ て い る。種 類 も多 く，マ

メ 科 の イワ オ ウ ギ 類 （lledysantm　♪oかわo’理s 　HAND ．−

MAZZ ．な ど）の 根 は，「晋耆」と称 して綿 黄 耆 と同様 に 用 い

られ る．

　成 分 ：フ ラ ボ ノ イ ド，サ ポニ ン など を含有す る 。

　薬効 ：利尿，止 汗，強壮 の効 が あ り．最近 ， 血圧 降下作 用

＊
　 富山医科 薬科人 学名誉 教授

　 民族医薬 食科学研 究所 所長

の あ る こ とが知 られ た。

　漢 方 処 方 ：黄 耆建 中湯， 桂枝加 黄耆湯 ， 黄耆桂枝五 物湯，

黄耆湯な ど。

　選晶 ：外部 が 淡褐色また は黄褐色，内部 は 黄白色 で や わ

らか く，甘 い 気 品の あ る もの が 良品。黄 耆 と晋耆の 品質 及 び

効能に 関 して は ，今後更な る研 究 が 必要 で ある。

　◎ 「和剤局方』に 収め られ て い る 「十 全 大補湯」の 主要 生

薬の
一

つ 。
おうせ い

黄精 （薬味 ＝甘，薬性 ＝平）

　基源 ：ユ リ科 の カ ギ ク ル マ バ ナ ル コ ユ リ PolJgonatum

5癖 沈 嫦 DELAR ．　et　RODOUTE な ど，ア マ ドコ ロ 属植物 の

根茎を蒸乾した もの 。日本産 は ナル コ ユ リ R 　falcatum　A ．

GRAY ，韓国産は ア マ ドコ ロ P． 040 解 劾 甥 　DRuCE 　 var ．

Plun）loram　OmWI の 根茎 の 乾燥 品。市販 品 の ほ とん ど は ，

蒸乾した 黒 色の 熟黄精 で あ る。

　 成 分 ：多糖類 を含 有す る。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 が い そう

　薬効 ：滋養，強壮薬 と して ，病後の 虚 弱 者， 肺結 核 の 咳嗽 ，

　 　 　 　 　 　 　 しんぱん

糖尿 病の 口 渇 ， 心 煩 ， 血糖 過 多な どに 応用 する。

　選晶 ：肥 大 して い て ，分岐 して い ない もの が 良品。一般に

熟 黄 精 は黒 色塊 状 で あ る。

　◎水 にひ た して もど して か らス ライス す るか，粉末 に し

て 用 い る、ほ ろ苦 い 甘味は，ぜ ん ざい な どに も用 い られ る。
が い は く

薤 白 （薬 味 ＝ 辛，薬 性 ＝ 温）

　 基 源 ：ユ リ科 の ラ ッ キ ョ ウ Allium 　chinemse 　G．　DON の

鱗茎 をその ま ま ， ま た は湯 通 し して 乾 燥 し た もの 。ツ ル ポ や

ノ ビ ル の 鱗茎 も代用 品 と し て 用 い られ る。

　成分 ：精油を含有す る．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 き よたん

　薬効 ：胸 痛 を去 り，去痰 作用 が あ り， 心 臓 性 ぜ ん そ く， 狭

心 症 な どの 呼 吸 困 難 に用 い られ る。

　漢方処方 ：稽糞薤臼白酒湯，Snee薤 白瞿稜蕩，括簍薤 自半

夏湯など 。

　 選 品 ：赤 み が 少 な く，白 い もの が 良品。
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かっこ ん

葛根 （薬 味 ＝甘，薬性 ＝平〉

　 基 源 ： 日本産 は マ メ 科 の ク ズ 砺 脚 磁 lobata　OHWI の

根 の 外皮を削 り，乾燥 させ た もの 。薄 く縦 切 りに し た もの を

「板葛根 」， 約 5mm 角 の さ い の 目に切 っ た もの を 「角葛根 」

とい う。中 国産 は シ ナ クズ Athoensonii　BENTH ．な どの 根

で ， 外皮 が 削 られ ， 約 15cm の 円柱状 で，粉性 に 富 ん で い る。

　成分 ：イソ フ ラ ボ ン 配 糖体 ，で ん 粉 な ど を含む 。

　薬効 1 発汗，解熱 ， 鎮 痛 薬 と して，か ぜ の と きの 肩 こ り，

首筋の こ りなどの 急迫状 態 を解 くの に 用 い る。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 お う れ ん お うごん　　　　　　　 こう か

　漢方処方 ：葛根 湯，葛根 黄連 黄 苓湯，葛根 紅 花 湯な ど。

　選 品 ： 白くて 新 し く，粉 性 に 富 む もの が 良 品。

　◎ ス
ープ，煮 もの な どに 利 用 す る。か ら揚 げ の 衣 な どに す

る と きは，葛根 の 皮を と っ た 部分 を た た き， で ん粉 質 と， そ

の 小 さな繊維 をふ る い に か けて 分けて用 い る こ とが あ る。
かんぞ う

甘草 （薬味 ＝廿 ， 薬性 ＝ 平）

　基源 ：マ メ 科 の ウ ラ ル カ ン ゾ ウ Glyayrrhiaa　ntralensis

FISC｝1．　ex 　DC ．（東北甘 草）， ナ ン キ ン カ ン ゾウ G 　glabra 　L ．

var ．　g‘砌 砌 」  η REG ．　et　HERD ．（西 北 甘 草 ），シ ン キ ョ ウ

カ ン ゾ ウ Gin ］Zata　BATAL （新 疆 甘 草）， お よび カ ン ゾ ウ G ．

glabra　L．（ロ シ ア 甘 草）な どの 根 。 中国北部 ， お よび 西北

部 の 乾燥地 帯 に 野生 して い る。

　成分 ：主成分 は甘味サ ポニ ン の グ リチ ル リチ ン
， そ の 他

フ ラ ボ ノ イ ドな ど を含む 。

　薬効 ：筋 肉の 急激 な緊張に よる，痛み な どの 急迫症状 を

解 くもの と して ， 鎮 咳 ， 去 痰 や 胃痙 攣，胃痛，胃潰瘍な どに

用 い る。

　漢方処方 ：甘 草粉 蜜湯，甘 草 湯，炙甘 草湯，甘 草附 子 湯，

四君子湯，二 陳 湯
．
な ど。

　選 品 ：皮 が 薄 く赤 み を帯 び，ま っ す ぐで 長 く，極め て 甘 い

もの 。ま た，折 っ た 面 が 鮮 黄 色 で ， や や 繊 維 質 で，か た くし

まっ て い る もの が 良品。

　◎ 主成 分 の グ リ チ ル リ チ ン は
， 肝 臓機能の 強化 ， 解毒作

用 ， 副腎皮質ホ ル モ ン 様調整作用，潰瘍発 生の 抑 制 ， 脱 コ レ

ス テ ロ
ール 作用 ， 動脈硬化予防作用 な どの あ る こ とが 臨 床

的に も証 明 さ れ て い る 。 薬膳 に は，隠し味 と して の 甘 味づ

け，ス
ープ や 煮 込 み な ど に エ キス を使 う。

ききょう

桔 梗 （薬味 ＝苦，辛，薬 性 ＝ 平 ）

　基 源 ： キ キ ョ ウ科の キ キ ョ ウ Plalycodon　grandtnomm
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 さ らし

A．CD．の 根。外皮をは が した 皮去 り桔梗 （晒 栢 梗）は 人参

に 似 て い るが ， で ん 粉 反 応 を示 さ な い の で 判別で き る。

　成分 ：サ ボ ニ ン 配 糖体，イヌ リン など を含有す る。

　薬効 ：去 痰 ， 鎮咳薬 と して ，咳嗽，気管支炎な どに 用 い る。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 い ん ヒ うつ う

また 排 膿 薬 と して，化 膿 性 疾 患 ， 扁桃 腺 炎，咽頭 痛 な ど に も

応 用 され る。

　漢 方処 方 ：桔 梗湯，桔梗 白散な ど．

　選 品 ： 外皮 が淡 褐 色 で ， 内 部 は 白色，渋味 の あ る，太 くて

一
本立 ちの もの が 良 品。

　 ◎水 に ひ た した り，蒸 して もど し，人 参 と同 じ よ うに 使

う。 ス
ープや 煮もの な どに，ス ラ イ ス ，また は姿 の ま ま で加

え る 。

さんしち に んりん 　 でんしち

三 七 人参 （田 七 ）（薬 味 ＝ 甘，苦，薬性＝微温 ）

　基源 ： ウ コ ギ科 の サ ン シ チ ニ ン ジ ン Panex　 notoginseng

F．H ．　CHEN の 根 を乾 燥 した もの
。 別名 「三 七 人参」，「円 三

七 」，「田 七 」と もい い
， 生 三 七 （そ の ま ま乾 燥 した もの ）と

熟三 七 （少 し湯通 し して乾 か してか ら麻 袋 に 入 れ ， 蜜臘を加

えて 振 り，表面を光沢の あ る黒褐色に仕 上 げ た もの ）とが あ

る 。 中国の 雲南省東南部 か ら広西省西南部 の 限 られ た地 域

に 分布 して い た もの を栽培化 した もの で ，野生品 は発見 さ

れ て い な い 。近 年 ラ オ ス 北 部 で 野性 らしきもの が 発見 さ れ

て い る。

　成分 ：主成分 はサ ボ ニ ン 配 糖体 な ど。人参に 比 べ て 精油

の 種 類 は少 な い 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ね ん ざ　 　 し ゆ

　 薬効 ： 止血
， 消腫 ， 鎮 痛 ， 消 炎薬 と して，打身，捻挫，腫

つ う

痛出血
，

吐 血
， 鼻血 な どの 出血 症状 に 用 い られ る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ゆうたんてつだ が ん

　 漢方処方 ：雲南 白薬 ， 片 仔 癢 ， 熊胆 跌打丸 な ど．
さん や く

山薬 （薬味＝廿，薬性＝平）

　基 源 ：ヤ マ ノ イ モ 科 の ナ ガ イ モ Dioscorea　 oPPosita

THUNB ．や ヤ マ ノ イ モ D ．加 oη 磁 TIIUNB ．の 担 根 体 （根
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 し ょ し ；

と茎 の 中間型）。古 くは 薯蕷 と い っ た が，唐の 代宗 の 名 が 預，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 い み な

宋 の 英 宗 の 名 が 薯 で あ っ た の で，そ の 諱 を さ け て 山 薬 と い

つ よ り に な っ た。

　成 分 ：ム シ ン （粘 質物）， で ん粉 ， ア ミ ノ酸 ア ル ギニ ン，
コ リン

，
ア ラ ン トイ ン

，
ジ ア ス ターゼ な ど を含む。・

　 　 　 　 　 　 　 　 　 し し ゃ

　薬効 ；滋養，強 壮 ， 止 瀉薬 と して ， 食欲不振，疲労，胃腸

虚弱，糖尿な どに応用 す る、
　 　 　 　 　 　 は ち み が ん　 しょよ が ん　　　　　　　　 ひ げんV・ん
　漢方処方 ：八味丸 薯蕷丸，薯 蕷湯，秘 元 煎，無 比 山薬丸

な ど。

　選 品 ：粗 皮 を除 い た 色 の 白い ，なめ らか で 重み の あ る，大

きい もの が 良 品。青黒 色 を帯 び た もの ，虫 食い の あ るの は劣

品。

　◎ ひ と晩 水 に ひ た して 完全 に もど して か ら料理 に使 う。

生 の ヤ マ ノ イ モ に 比 べ て 煮 くずれ す る こ とが ない の で，長

時間 の 煮 もの な どに 適 して い る 。 粉末は 白玉 粉や小麦粉 に

混 ぜ て ，団予 な どに して使 う。
し ゃ じん

沙参 （薬味；甘，苦，薬性＝微寒）

　基 源 ：中国産 は キキ ョ ウ科 の トウ シ ャ ジ ン AdenoPhora

s≠沈 如 MIQ．な ど の 根を乾燥 した もの 。韓 国， 目本 産 の もの

は ツ リガ ネ ニ ン ジ ン A ．triPhylla　 A ．　 DC ．　 subsp ．　 aPert −

ieamPanulata　KITAMU ・RA の 根 を主 とす る。中国に は 「南沙

参 」 （トウ シ ャ ジ ン な どの 根 ）と 「北 沙 参 」 （セ リ科 の ハ マ ボ

ウ フ ウ Glahveia　J伽 π 跳 FR ．　SCHMIDT の 根 茎の 芯 の 部 分

を乾燥 した もの ） とが あ る。
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　成 分 ：未 詳。

　薬効 ：鎮 咳，去 痰，強 壮 薬 として，咳 や小 便 不 利 な ど に 用

い る。

　漢方処方 ：沙 参麦 門湯 な ど。

　選 品 ：長 円錐 形 で ， 外部 は淡 黄色，内部が 臼色で 軽疎な質

の もの が 良 品。暗 色 を帯 び た老朽根や 細 い もの は 劣品。

　◎ 韓 国で は桔梗，党参な ど と共 に 漬け物の 材料 で あ る。
し ょ うき ょ う

生　姜 （生姜 ：薬味 ＝辛 ， 薬性 コ微温，乾姜 ：薬味 ＝

　　　　辛 ， 薬性 ＝温）

　基 源 ； シ ョ ウ ガ 科 の シ ョ ウ ガ Zingiber　ofiicinale

ROSCOE の 根茎。市販品は皮 をは ぎ，溺 灰をまぶ して乾 燥 し

た もの を 「生姜］，蒸乾 した もの を 「乾 姜 」 とい うが ， 漢 方

処方で い う 「生姜」 は生 もの で，「乾姜」 は乾 燥品。

　成 分 ：精 油 （主 成分は ジ ン ギベ ロ
ー

ル ，辛 味成分 は ジ ン ゲ

ロ ン ） を含有す る。

　薬効 ：芳香性 健 胃，食 欲 増 進 薬 と して，新 陳代 謝 の 機能 を
　 　 　 お う　と　　 htLh そ う

促進 し，嘔 吐，咳 嗽，腸 満，頭 痛 な どに 用 い られ る。乾 姜は
　 　 　 　 　 　 　 　 　 しゃ げ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t ん お う

お なか の 冷痛，腹痛，瀉下 な どに ， 生 姜 は健胃，鎮嘔作用 が

ある 。

　 　 　 　 　 　 　 　 し ょ うは ん げ と う

　漢方処 方 ：生 姜 は小 半 夏湯，小半夏加茯苓湯，乾姜は 大
　 　 　 り ょ う き ょ うり e つ か ん と う

健 中湯 ， 苓 姜 朮 甘 揚 な ど。

　選 品 ： よ く肥 大 し，内部 が 白く，味の 辛 い もの が良品。暗

黒色 を帯 び た もの や，やせ て 細い もの ，若根，しな び た もの

は よ くない 。石 灰 をまぶ して 売 られ て い る もの は，料 理 に は

不 向 きD 食材 と して 多用 さ れ る。
たい さん

大蒜 （薬味＝辛，薬性 ＝ 温 ）

　基源 ： ユ リ科 の ニ ン ニ ク Aliium 　 sativblm 　L．の 鱗茎 を そ

の まま，もし くは蒸 して 乾燥 した もの 。新鮮なもの を用 い

る 。

　成 分 ：精 油 ， ア リシ ン および 多種 の ア リル 基，メ チル 基 を

も っ た 硫 黄化 合 物， ビ タ ミン 類な ど を含む b

　 薬効 ：消化，腸内殺菌作用が あ り，飲 食の 積 滞，胃腸 の 冷

痛，水 腫，水様 ［生下痢，百 日 咳，張 れ もの な どに 内服，な い

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 そこな

し外 用 す る。多食す る と 肝 を傷い ，目を損じるの で 注意。

　 選晶 ：よ く肥 えて 充実 した，白色 の もの が 良 品。

　◎中国で は ，ね ぎ と と もに 欠 か せ な い 香 味 野 菜。成熟 した

鱗茎の ほか ，発芽 した とき の 若芽 を蒜 苗 ， 大 き くな っ た 茎 を

青蒜苗，黄色 く軟化 させ た茎 を蒜黄 とい い
， 料理 材料 に 使 わ

れ る n

たんじん

丹参 （薬味＝苦，薬性 ＝微 寒）

　基源 ： シ ソ 科 の サ ル ビ ア 属の タ ン ジ ン Sagvia　miltiorh 一

蜘 BUNGE の 根 を乾燥 した もの 。四 川 省 産 の もの が 品 質最

良品。中国に は 「甘 肅丹 参 」と称 す る もの が あ るが ，こ の 根

は きわ め て 粗 大 で，晶質 は よ くない 。

　 成 分 ； フ ェ ナ ン トラ キ ノ ン 系 色 素 を含 む

　薬効 ：活血 ，調経，消 腫，鎮 痛 薬 と して，月経 不調，腹痛，

経閉，産後の 悪阻 腹痛，リウマ チな どに 応用する。

　漢方 処 方 ：丹 参 散，丹 参湯，冠心二 号な ど。

　選品 ：形 が 大 き く， 艮 さ 20cm ほ ど，径 1．5cm ほ ど の も

の で ， 紅 色 が 濃 く，細 根 を除 い た，充実 した もの で 潤 い が あ

り， 折 れ て い な い もの が 良 品。短 く細い もの は 劣 品。

　 ◎丹 参 は
一

味 で 「四 物湯」と 同 等の 効 が あ る とい われ て い

る。
て ん ま

天麻 （薬味 ＝辛，薬 性 ＝ 平）

　基 源 ：ラ ン 科 の オ エ ノヤ ガ ラ G襯 704 ‘α egata 　BLUNIEの

根 茎。中 国，朝鮮半島，囗 本に 野生す る が，最近 は 中国の 培

養 品 が 輸 入 さ れ て い る。

　成 分 ：ヴ ァ ニ リール ・ア ル コ
ー

ル を含 有。ま た，ビ タ ミン

A 様物 質が 見 出され て い る。
　 　 　 　 　 　 ち ん ljい

　薬効 ：鎮静 ， 鎮 痙作用 が あ り，頭 痛，め まい ，ヒ ス テ リー
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヒうつ う

症 ， 半身不随，リウマ チの 疼痛な どに 用 い られ る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 は ん げび ゃ く じ mpつ

　漢 方 処方 ：天 麻丸，天 麻防風丸，沈 香天 麻 湯 ， 半 夏 白　朮

天 麻湯など。

　選品 ：大きな足 の よ うな 形 で 黄 白色 透 明 な もの が 良品。

不透明 な もの は次 品、

　◎ 天 麻 は ，薄 くス ラ イス した せ んべ い 状 の もの が 使 い や

す い 。水 に ひ た してや わ らか くす るが ，こ われ や す い の で て

い ね い に 扱 う必 要 が あ る。また，品 物に よ っ て ，や わ らか く

な る時 間が 異 な る。魚料 理 に よ く合 う。貴州 天麻 と称 して，

ジ ャ ガ イ モ を 乾 し た もの が 出 ま わ っ て い る こ と が あ るの

で ， 注 意．
て んもん どう

天門冬 （薬味＝＝甘 ， 苦 ， 薬性 ＝寒〉

　基 源 ：ユ リ科 の ク サ ス ギ カ ズ ラ AsParagess　 cochin −

chinensis 　MERRILL の 根 の 外皮 をは い で，蒸乾 した もの。

中国の 貴州 省 が 最大 の 産地 で，品質 も良品。市場 に は，タチ

テ ン モ ン ド ウ A ． lucidms　 LINDLEY 　 var ．　 PJgmaettS

MAK エNO ， キ ジ カ ク シ A ．　s漉 凾 碗 o醜 s　KUNTH な どの 根 も

出 る可能性 が あ る。

　 成 分 ：ア ス パ ラギ ン ，粘液質 な ど を含 む
　 　 　 　 移ん 坦い 　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　 せ き

　薬効 ：鎮咳，利尿，滋養 ， 強 壮 薬 として ， 咳、血，か ら咳，
　 　 　 　 　 　 　 　 じん う りんえん

肺炎，気管支炎，腎盂 腎 炎 な どに用 い る。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 じ い ん こ う か と う

　漢方処方 ：麻黄升 麻 湯 ， 滋 陰降火 湯， 清肺湯，二 冬膏な ど e

　選品 ；形が 大 き くて 肉づ きが よ く潤い が あ り，透 明感 が

あ っ て ，色の 淡 い ，皮 を除 去 して あ る もの が 佳品。色が 濃 く

て ，透 明 感 の な いX 細 い もの は 次 品。黒 色の もの は 劣 悪 品。

　◎姿 の ままの もの は，ひ と晩 水 に ひ た し，や わ らか くもど

して 使 う。甘 味 が あ り，お い しい 生 薬で あるか ら，薬膳 に 使

い や す い が ，量 は守 る こ と。
と う じん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　

t／
党参 （薬味，甘，薬 性 ；平 ）

　基源 1 キ キ ョ ウ 科 の ヒ カ ゲ ツ ル ニ ン ジ ン CodonoPsi’

pi／osula 　NANNF ，トウ ジ ン C．　tangsl　en　OLIV．な どの 根 を

乾燥 した もの。ヒ カ ゲ ツ ル ＝ ン ジ ン は ， 「西 党 」，「台 党」，「東
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　 　 　 　 　 　 　 　 う とう

党 」 （野 生 晶）と 「灘党 」（栽培品）に 大別される。トウ ジ ン

は 「川党 」 の 原 植物 。 中国で は 人参 の 代用 とされて い る。

　 成 分 ：果 糖 を主 とす る 糖類 ， ト リテ ル ペ ノ イ ドな ど を含

む。

　薬効 ：強壮薬 と して，脾 胃虚 弱，食欲 不 振，大 便 泄 瀉，四
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 は ん か つ

肢 無力，精神不安，疲労，肺虚，咳嗽，煩渇 な ど に 応用 され

る。

　 漢 方 処 方 ：党 参 膏，代参膏な ど。

　選 品 ：本 品の 規 格 は た い へ ん 複雑 で あ る。太 さ が 均
一

で

長 く， 芦 頭 が 小 さ く，外 皮 の きめ が 細か く，黄白色で
， 横紋

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 れ つげ さ

が 緊 密，断 面 が 白色 で 菊花 心 が あ っ て ，潤 い が あり，裂隙が

な く， 質が か た くひ き し ま り， か む と甘味が 強 く，か すが 口

に 残 らな い 。以 上 の 条件 を満 た す もの が 良品。

　◎品 質に ば らつ きが 多い の で ， 特級 品 を選 ぷ 。 粉末 に す る

と使 い や すい 生薬。
に ん じ ん

人参 （薬 味 ＝甘，薬性＝平）

　基 源 ： ウ コ ギ科 の オ タネ ＝ ン ジ ン Panur 　ginseng　C ．　A ．

MEYER の 根。その ま ま （また は 外皮を削り）晒 して 乾燥 し

た もの を 白参，蒸 して 乾燥 した もの を紅 参 と い い ，中国南

部 ， 台湾 ， 朝鮮半島な どで よ く用 い られ る D 朝鮮半島の 開城

付近 お よび 中 国吉 林 省東 部 は そ の 一．．一
大栽培 地 。

　成分 ：主成分 は サ ポ ニ ン 酉〔糖 体 （ギ ン セ ノサ イド類）。ほ

か に 精油，糖類，ビ タ ミン B 群 を含 む。

　薬効 ：胃の 衰弱 に よる，新陳代謝 機能低 下 を高め る薬 と

して 病弱者 の 胃部停滞感，消化不良，嘔 吐 ，腹痛 ， 弛 緩 性 下

痢，食欲不振 な ど に 用 い られ る。免疫機能増強 作用 が あ る。
　 　 　 　 　 びや つこ

　 漢 方 処 方 ：白虎 加 人参湯，人参湯，生 姜 瀉 心湯，独 参 湯，

生姜 甘 草 湯，人参 養栄湯 な ど。

　 選 晶 ：潤 い の あ る黄 白色 で，紡 錐形の，太 くて 重い 六 年根

が 良 品。細 くてか た い もの や，色 の 白 い 新物 は 劣 品。

　◎最近，世 界 各地 で そ の 薬効 の 研 究が 盛ん で ，疲労回復，

作業能力増進 ， 免疫機能促 進 作用 な どの 科学的な 裏づ けが

なされつ つ ある、薬膳で も不老長 寿の 万能薬 と して 珍重 さ

れ て い る。
はま　ピうふ う

浜防風 （薬 味 ＝辛，甘，薬性＝温 ）

　基 源 1 セ リ科 の ハ マ ボ ウ フ ウ Glehnia　 gittoralis　FR ．
SCHMIDT の 根 茎 お よび 根 を乾 燥 した もの 。浜 防風 は 日本名
で あ り，小 野 蘭 山 の 『本 草 綱 目啓 蒙』の 「防風」の 頃に 「又

別 に 浜防風 あ り， 春 中菜 店 に 嫩 葉 を貨 り食品 と す。故 に 八 百

屋 防 風 と もい い ，ま た伊勢防風 と もい う」とあ り，江戸中期

頃か ら防風 の 代用 と され た。こ の もの の 外皮 を は い で 細 く

削った もの を中国で 「北沙参」 と称す る。

　成 分 1 精 油 ， クマ リン 及 び そ の 配糖体 な ど を含 む。

　薬効 1 発汗，解熱 ， 鎮 痛薬 と して ， 感 冒な ど に 用 い る。ま

た屠蘇散 に 配合 され る。家庭薬原 料 と して 多 く用 い られ る。

び ゃ くこう

百 合 （薬味 ＝甘 ， 薬性 ；平 ）

　基源 ：ユ 11科 の ハ カ タユ リ Lilium　 brownii　F，　E．　BR，，
イ トハ ユ リ L ． tenarrfolium　FISCH．，オ ニ ユ リ L．　 lanci一
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 りん

fogiurn　 THuNB 、，ヒ メ ユ リ L．　 concogor 　SALISB．な ど の 鱗
けい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 せ vE う レ よ う

茎 の 鱗 片 を乾燥 した もの ，い わ ゆ るユ リ根。1卜国の 浙 江 省

が 産量 は 最大 で ある が ，品質 は湖 南 省 の もの が 最 高。

　 成 分 ： で ん 粉，脂 肪，た ん ぱ く質 な ど を含 む 。

　 薬 効 ：消 炎，鎮 咳，利 尿，鎮静薬 と して，咳，口渇，虚弱

症 な どに 応 用 させ る。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 かつせきた い し　 せさヒう

　 漢 方 処方 ：百 合知母湯，滑石代赭石湯，百合地黄湯，百合
　 　 　 　 　 　 　 　 　 きん か がん

固金湯 ， 百 合 滑 石 散 ， 唸化丸 な ど ．

　選品 ：鱗片 が 小 さ くて 厚み が あ り， 質が 重 く充実し，色が

白 く，苦 味 の ある新 しい もの が 良 品。陳久 品や 赤み を帯び た

もの は劣晶。

　◎百 合は 水に ひ た して もど して か ら，蒸 し も の や 煮 もの

な どに 使う。生 の 百合根 と違 っ て 煮溶け る こ とが な く，乾燥

品特 有の 歯 ご た えを楽 し む こ と が で き る。
ろ　こ ん

置室艮　（薬 味 ＝
1
甘， 薬 性 ＝ 寒）

　基源 ：イ ネ科 の ヨ シ （ア シ ）Phragmites　com ” tarnis 　TRIN，
の 根茎 （蘆根）お よび 茎 （葦 茎）を乾 燥 した もの 。現在市場

の 蘆根 は 地 下 茎 と地 上 茎 の 区別 な く， 根 茎 ， 茎 を輪切 りに し

て 混用して い る。本来蘆根は解熱利尿に，葦 茎 は 消 炎 性排 膿

利尿に 用い ，薬効 に差 異が あ る とい わ れ て い る。

　成分 ：ア ス パ ラギン ，蛋白質な どを含む。

　薬効 ：解熱，止 渇，利尿薬 と して ，小 便 不 利，消 渇 （糖 尿

病 ）嘔 吐，しゃ っ くり，便秘，食中毒 な ど に用 い る。

　 漢 方処 方 ：疆 根 湯，葦茎 湯 な ど．

　選 品 ：大 き くな っ て い な い ヨ シ の ，土 の 中に あ る 自 い 根

茎 を と り， 根 を除い て 乾か した 新 しい もの が 良品。古 くな っ

た もの は劣 品。

　◎煎 じた エ キ ス を醤 油 ， 味 噌 な どに 入 れ て 用 い る。蘆根 は

蝦，蟹，魚介類の 毒を解す とい わ れ て お り， 刺身醤油 に 入 れ

て 用 い る の が 最適。

　2） 全草 ・葉類
い ん よう か く

涯羊蕾 （薬味＝甘，微辛，薬性 ＝ 温 ）

　基 源 ：中 国産 は メ ギ 科 の ホ ザ キ ノ イ カ リ ソ ウ

Epineedium 　 sagittatum 　 MAXIM ，，ヤ マ チ タ イ カ リソ ウ E ．

grandifZomm 　MORR ．な ど イ カ U ソ ウ 属植物 の 全草 また は

葉 を乾燥 した もの 。口本産 は イカ リ ソ ウ E．grandiveonem
MORR ．　var ．　thunbergianum 　NAKAI （長里｝県産）お よび ウ

ラ ジ ロ イカ 1丿ソ ウ E．semPeiTirense 　 NAKAI　 var ．鯉 ）o −

giaUCt ｛m 　OHWI 噺 潟県産）の 葉 また は 地 上 部 を乾 燥 した も

の 、地 下 部 は 「イカ リソ ウ根」と 称して 別に 市販 され る。古

くか ら淫 羊が 食 した草 とい うの で，淫羊霍 の 名が あ る。また

一
名 「仙霊脾」 と も称 す る。

　成分 ：茎，葉 に 配糖体 の エ ピ ミジ ン ，フ ラボ ノ イ ドの イ カ
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リ イ ン お よび リグナ ン を含 む。

　薬効 ：強 精 ， 強壮 薬 と して，イ ン ポ テ ン ツ，腰膝軟弱，半

身不随 ， リウ マ チ な どに応用 す る bt 般 に 酒 に 浸 して 服用 す

る。
　 　 　 　 　 　 さ ん い く た ん

　漢方処方 ：贊育丹，二 仙揚など。

　選 品 ：な るべ く色が 青緑の 新しい もの が 良品。

　◎酒，み りん，酢 に漬けて エ キス を用 い る。 薬用 酒の 原 料 。

じ mpうや く

十 薬 （薬味＝辛，薬性 ＝微寒 〉

　基 源 ： ド ク ダ ミ 科 の ド ク ダ ミ Houtimvaia　 cordata

THUNB ．の 全 草。生 の ときは 特 異 な 臭気 が あ る。中国で は
ぎ ょ ぜいそう

「魚腥 草」とい い
，

日本 で は 「十 薬」， 「重 薬」，「ドク ダ ミ」

な ど と称す る 。 貝原 益 軒 の 「大和本草』に は 「議菜，ドク ダ

ミと云 又十 薬 と も云 う。甚 だ 臭悪 しし，家園に植 えれ ば繁茂

して 後は 除 きが た し。……（中略）
……十 種 の 薬の 能 あ り と

て 十粟 と号す と云 う」とあ る が，十薬の 名 は畿菜 （じゅ うさ

い ）か らの 転用で あろ う。 煎 じて茶 の 代 りに 飲 ん だ り， 生 葉

を火で 焙 っ て 外用す る。

　成分 ：フ ラボ ノ イ ド，臭気 成 分 （デ カ ノ イ ル ・ア セ トアル

デ ヒ ド）な ど を含 む 。

　薬効 ：解 熱，解毒，消 炎 薬 として ， 便 秘，淋 疾，蓄膿 症 な

ど に 用 い ，切 傷，化 膿症 に外 用 す る。

　漢方処方 ： 口本 の 民間 薬。中国で も民 間的に 用 い る。

　選品 ：特有な 臭 気の あ る新鮮な良 く乾 い た もの が 良品。

夾雑物の 多い もの は劣 品。

　 ◎ 四 川料 理 で は，生葉の 炒め もの を食す る。ベ トナ ム で は

サ ラ ダに す る。
は っ　 か

薄荷 （薬眛 ＝辛，薬itS　・＝ 涼）

　基源 ： シ ソ 科 の ハ
ッ カ Mentha　arwensis

’
L．　var ．　pipedeas−

eens 　NIALINV ，の 葉 ， また は 全 草。日本 で は 北海道，岡山 な

どで 栽培 されて い る 。 精 油 を含 み ， 薬用 に もさ れ る が ，多 く

は 薄荷油 （ペ パ ーミン ト）の 製 造原料 と して 用 い られ る。

　成分 ： メン トール を主成分 とす る精油を含有す る 。

　薬効 ：発 汗 ， 解熱 ， 駆 風薬 と して 咽喉 の 疾患，消 化 不 良 ，

頭 痛，め まい な どに用 い られ る。

　漢方処方 ：清熱如聖散な ど 。

　選 品 ：葉 の 青・7 と した香気 の 強 い ，丈 の よ くそ ろ っ た も

の が 良品。

　◎料理 に は，煎 じた 液 を用 い るが ， 隠 し味 程 度の 少量を心

が け る．生 で 使 うス ペ ア ミン ト （オ ラ ン ダ ハ ッ カ ）は，料 理

や デ ザー一　1・の 飾 りつ け に 使 うほ か ，さ わや か な清涼感で カ

ク テル や V　ee　」 一
ル 類 に 利 用 す る。チ ュ

ーイ ン ガ ム の 香料

と し て も有名。
び　わ よう

枇杷葉 （薬味 ＝苦，薬性＝t 平）

　基 源 ：バ ラ科 の ビ ワ 赫 勿 加 吻 α iaPonica　LINDL．の 葉 の

裏 面 の 毛 を除 い て 乾燥 させ た もの。広東省葭 が 晶質最良 で

「広枇杷」と い う。昔，夏 に な る と暑 気 払 い の 飲 料 の 枇杷 葉

湯や 生 姜湯の 売 り子 が 金魚売りと声 を競 っ た もの で ある，

枇 杷 葉 湯 は長 州 二 大名薬 の
一…

つ と され て い るが，もと は 明

代 の 薬 方 で あ る。

　 成 分 ： トリテ ル ペ ノ イ ド，ビ タ ミ ン B 、，ア ミ グ ダ リ ン ，

タ ン ニ ン な どを含む。

　薬効 ：鎮 咳 ，
去 痰 ， 利尿，健胃，鎮嘔 薬 と して，久 咳，暑

気中り， 浮腫な どに用 い る。また 民間的に 清涼健胃薬 と して

内服 し， 皮膚炎や あせ もに も外用す る。浴湯料 と して も用 い

る。

　 漢方処方 ：枇杷清肺飲，枇 杷 葉湯 な ど。

　選 品 ：若 い 木か ら採 っ た 大 きな 葉 を陰 干 しに し た もの

で，青 味 を帯 び た 新鮮な もの ほ ど良 品。

　 ◎ 煎 じて エ キ ス と して用 い る。

　3）　 果実 ・種子類
う IXv）
鳥梅 （薬味 ＝酸 ， 薬性＝平〉

　基 源 ：バ ラ科 の ウ メ PranZtS　 mume 　SIEB，　et　ZUCC．の 未

熱果実 を薫蒸 して 乾燥 させ た もの。ウ メ は 中国原産 の 樹木

で，『古事記』，『日本書紀』に は 見 られ な い が ， 『万 葉 集』に

は 数多 く登場するか ら，か な り古い 時代 に 渡 来 した もの で

あ ろ う。和名 ウ メ の 語源 に つ い て は 諸 説 あ るが ， 賀茂真淵 の
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 くん せ い

『古今和歌集打聴 』に梅実 を燻製 に した加 工 品 「鳥梅」力球

ず渡 来 し，次 に 生 木が 入 っ た と き 「烏梅 の 木」と い っ た こ と

が ，何時の まに か 樹名 と して 慣用 され た もの で あろ うと記

され て い る。薬 用 に は梅 実，烏梅，白梅 の 3種 が あ る が，現

在 日本 で漢 方処 方に 配 合 さ れ る の は 鳥梅 の み で，梅実 は 民

間 療法 で使わ れ る。

　成分 ：コ ハ ク 酸，ク エ ン 酸，リン ゴ 酸 ， 酒 石 酸 な どの 有 機

酸 お よ び シ トス テ ロ
ー

ル ，オ レ ア ノ
ール 酸な ど を含 む。

　薬効 ：清涼性収斂薬 として ， 止 瀉 ， 解熱 ， 鎮咳， 去痰 ， 鎮

嘔 に 応用す る。ま た 回虫 駆 除に も使 用 す る。

　漢方処方 ：烏梅丸 ， 入 参養胃湯 な ど e

　選 品 ：深 黒 色 の，きわめ て酸 っ ぱ く，弾 力性 の ある もの が

良贔。燻べ て 黒 い 墨 がつ い て お り，乾い て カ サカ サ した もの

は 劣 品。

　 ◎鳥 梅 酒 や 鳥 梅 蜂 蜜 に で きる。ま た 梅干 し の 代 用 と して

用 い る こ と もで きる。
か い し k うし

海 松子 （薬味＝甘 ， 薬性＝温）

　基源 ：マ ツ 科 の 高木 チ ョ ウ セ ン ゴ ヨ ウ Pinus　 koraiensis

SIEB．　et　Z じcc．の 種子で ，仙人の 食料 として珍 重 され て い

る。中国東北諸省，朝鮮半島に 分 布す る。

　成分 ：脂肪 油 （オ レ イ ン 酸 お よ び りノ
ー

ル 酸エ ス テル ），

た ん ぱ く質，精 油 な ど を含有する。

　薬効 ：滋養 強 壮，滋潤薬 と して，か ら咳，頭 痛，吐 血 ， 便

秘な どに 応用 され る。

　漢方処 方 ：風 髄 湯 な ど。

　 選 品 ：肥 厚 して い て 油分 は 多い が，表 面に 浮 き 出 て 黒 ず
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ん で い な い もの で，淡 褐 色 の 透 明 感 の あ る もの が 良 品、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 か ゆ

　 ◎ そ の 愛 ら しい 形 と，歯切 れ の よ さ で，炒 め もの ，お粥 な

ど に 用 い る 。 低 温 の 油 に 通 して 使 うが ，こ げや す い の で 早 め

に 油 か ら引 き上 げ る。韓 国 で は ， 酒 席の 前 に 海松 子 入 りの お

粥 を食べ て，胃壁 を脂肪 で保護す る風 習 が あ る。
く　 こ　 し

枸杞子 （薬味＝甘，薬性＝平）

　基 源 ：ナ ス 科 の 低 木 ク コ lvcium　chinense 　MmL ．お よび

ナ ガ バ ク コ L，barbantm　L，の 果実。強壮 薬 と して 薬用 酒 に
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 じ こっぴ

用 い られ た り，中 国料 理 に 使 わ れ る。なお ，根 皮 は 「地 骨 皮」

と称 して 漢 方処 方 に ， 葉 は 「枸 杞 葉 」とい い 民 聞 的 に用 い ら

れ る。

　成 分 ：ベ タ イ ン お よび 紅 色色索 を含有する。

　薬効 ：強 壮 薬 と して 肝 腎 を滋補 し，目を明 らか に し， 虚
　 　 よ う し つ

労，腰膝痛，無力感 め まい ，頭痛な どに 用い られ る。
　 　 　 　 　 　 き ぎく　ほおうがん

　漢方処方 ：杞菊地 黄丸，枸杞丸な ど。

　選晶 ：粒が 大きく，鮮紅色 で 種子を抜 い た もの が 佳品。粒
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ね い か

が 小 さ く，暗色の もの は次 品。中国の 寧夏 枸杞（ナ ガ バ ク コ

基 源 〉が 最 上 品 と され て い る。

　◎ 煮 もの ，炒 め もの，蒸 し もの な どに ，鮮 や か な 色 を生 か

して 用 い る。水 に ひ た し， や わ らか く して料 理 に加 え るが ，

煮 す ぎ る と味 が 落 ちた り， 煮 くず れ た Dす る の で，さっ と火

を通 す ぐらい で 仕 上 げ る。お 粥 に もい れ る。
さん ぎ　し

山植子 （薬味＝酸，甘，薬性＝微温 （平））

　基源 ：バ ラ科 の サ ン ザ シ Crataegtss　 czancata 　 SIEB，　 et

ZUCC．，オ オ サ ン ザ シ C．　pinnatipda　BUNGE ，その 他その

変種 の 成熟 果実 を乾燥 した もの 。一般 に 種 子 を除去 した 果
　 　 　 さんぎ に く

肉 を 「山 檀 肉 」 と称 して い る。

　成 分 ：ア ミグダ リン
，

フ ラボ ン
， 有機 酸 （酒 石 酸）な ど を

含 む。また ，脂 肪 分 解 酵素 が 知 られ て い る。
　 　 　 　 　 　 　 し し ギ

　薬効 ：消化，止 瀉 ， 鎮痛薬 と して
， 消化不良 ， 慢 性下 痢 ，

産後の 腹痛な ど に 用い られ る。
　 　 　 　 　 　 い ん き さん 　　せ ん き ロう

　漢方処方 ：勺気散，疝気方な ど。

　選 品 ：大粒 の 赤色の もの が 良品。暗黒色 の もの や，砕けて

小 さ くな っ た もの は劣品、

　 ◎ 山 植 肉 の エ キ ス は 血 管拡 張 作用 が あ O，持続的 な降圧

作 用 の あ る こ とが確 認 され て い る。山檀子 製 剤 を，冠 状 動脈

機能不全 な どの 心臓疾患に 用 い て 有効 で あ っ た。甘 味 が あ

るの で，粉末 に して 小麦粉や，白玉 粉に 混ぜ る と， お い しい

お や つ に な る。
さ ん し 　 し

山梔子 （薬味 ＝＝ 苦 ， 薬性 ＝ 寒〉

　基 源 ：ア カ ネ科 の クチ ナ シ G α 748 卿 σ ゴ侭 窺 加 o∫靤 ∫ ELLIS

fo皿 a　glandiveora　 MAKINO ，
コ ク チ ナ シ G．　iα smivaoides

ELLIS　var ．　 radicans 　MAKINO ，また は コ リン ク チナ シ G
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 す い し　 し

1
’
asminoides 　ELLISの 完熟した 果実 。 市場 に は 水梔予 とい う

名の もの も出 まわ る。山梔 子 は一般 に丸み を も ち，水 梔 子 は

や や 細 く長 め で あ る。

　成 分 ： イ リ ドイ ド配糖 依 カ ロ チ ノ イ ド色素 （ク ロ チ ン 〉

を含 む。

　薬効 1 消 炎，止血，利 胆，解熱 薬 と して 黄疸 ， 諸出血，諸
　 　 　 　 き： う＃ く

炎 症 ， 食道 狭 窄 な どに用 い
， 民 間 では 粉 末 を黄柏 末 と と も

に 酢 で 練 り，打 撲傷 に 外用 す る。
　 　 　 　 　 　 　 　 し 　と う　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＃ り つ

　漢方処方 ：梔子 鼓湯，梔子 大黄鼓湯，枳実梔 子 鼓湯，梔子

乾姜湯，梔子厚朴湯な ど。

　選晶 ：皮が 薄 く，7〜9本 の 稜線が あ り，赤黄色の 丸手の

もの が 上品。それよりも大ぶ りで 黄色 くて 細長い もの は，水

梔子，黄梔子 と 称 して 次 品。

　◎古 くか ら黄色染料 と して 頻用 さ れ，料 理 に は きん と ん

の 色づ け な ど で 知 られ る。
た い モう

大棗 （薬 味＝甘 ， 薬性 ＝平 ， 温 ）

　基源 1 ク n ウ メ モ ド キ 科 の ナ ツ メ Ziayohzts ノ雛 枷

MILL 　var ．　ine7mis　REHD ．の 果実。種子 はサ ネブ トナ ツ メ

Z．ノ御 ∂α MILL．（酸棗仁） に 比べ て 小型。ナ ツ メ 属は 北ア

フ リカか らヨ
ー

ロ ッ パ 西部 地 方が 原産地 で，ラ テ ン 系民族

に よ っ て 古 くか ら利用 さ れ ，現 在で もス ペ イ ン ，ポル トガ ル

な ど で 薬 用 と され て い る。

　成 分 ： ト リテル ペ ン ，サ ポニ ン ，ベ ン ジ ル ア ル コ
ー

ル 配糖

体，そ の ほ か，糖，粘 液 質，リン ゴ 酸，酒 石 酸 な どを含 む。

　薬効 ：緩 和 ， 強壮 ， 利尿 ， 鎮痛薬 として ， 筋肉の 緊張に よ
　 とうつう　　がい そう

る疼 痛 ， 咳 嗽 ， 過敏 症 ， 身痛 ， 腹 痛 に用 い る。
　 　 　 　 　 　 おうご ん と う　 ご サ うそう と う

　漢 方 処 方 ：黄苓 湯 ， 十 棗 湯 ， 草靂大棗 瀉 肺 湯 ， 甘 麦大棗

湯 ， 苓桂甘 棗湯な ど。

　選品 1外側は 赤色で しわ が 少 な く，内部は 黄 白色。核 は 小

さく，果肉は た っ ぷ りで，甘 く，指 で押して み て 弾 力の あ る

大粒の もの が 良品。

　◎糖 分 が 多い た め ，虫が つ きや すい の で 保存 に は 注意が
　 　 　 か ゆ

必 要。お 粥，菓子の ほ か，煮 もの ，ス
ープ と 応用 範囲が 広 く，

使 い や す い 生 薬 で あ る。
ちん ぴ

陳皮 （薬味＝苦 ， 辛 ， 薬性＝温）

　基源 ：静岡，広島，和歌 山県 な ど で 多 く栽培 され て い る ミ

カ ン科 の ウ ン シ ュ ウ ミカ ン Citms　asnshiu　MARC ．の 成熟果
　 　 　 　 　 　 　 　 　 きっぴ

実の 果皮。真の 陳皮 は 橘皮 の 年 を経 た もの （陳久品 ）をい う。

橘皮は，日本産 は ミ カ ン 科 の コ ウ ジ C．leiocarPa　HORZ ’．　ex

TANAKA の 成 熟果皮，中国産 は オ オ ベ ニ ミ カ ン C．　 tanger−

ina　HORT ．　ex 　TANAKA お よ び コ ベ ニ ミ カ ン C．　 erythrosa

TANAKA の 成 熟果 実 で ， 黄橘 皮 と もい う。橘皮 は，健 胃，

駆 風，去 痰 薬 とす る。ま た ダ イ ダ イ （］．　 aurantium 　L．　subsp ．

amara 　ENGL ，の 未熟果実 を丸の ま ま， また は 半横 切 りに し
　 　 　 　 　 き　 じつ

た もの を 「枳 実」と い い， 腹部 の 膨 張 感 を取 る の に 用 い る。

　成分 ：精油 （主成分 は リモ ネン ），フ ラ ボ ノ イ ド配糖体，
ペ ン チ ン な ど を含 有 す る、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 が い そ う

　薬効 ：橘皮 と同様 に ， 食欲不振 ， 嘔 吐 ， 咳嗽 な どに用 い る。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 き っ き き ょ う と う　 に らん と う 　 ぶ く りょう い ん

　漢方処方 ：橘皮湯，橘枳姜 湯，二 陳湯，茯 苓 飲，異功散，
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ひ い い さん

平 胃散な ど。

　選 品 ： 目本産 の 陳皮 は外皮 が赤褐色で，裏面が 白 く，肌 の

細 か い 美 しい の が 良品。陳橘皮は 色が 黒褐色で ，陳久 品 ほ ど

．ヒ品 とい われて い る。
ば ん し s ラ

番 椒 （薬味＝辛，薬性＝温，熱 ）

　基源 ：ナス 科 の トウ ガ ラ シ CtiPsieum　a．nnuham 　L．， また
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 らっ し ょ う

は その 変種 の 成熟果実を乾燥 した もの
。 中国で は 「辣 椒」

とい う。 トウ ガ ラ シ は 中央 ア メ リカ原 産 の 植 物 で ， 1493年
コ P ン プ ス に よっ て ス ペ イ ン に もた ら され ， 以 来急速 に 世

界 に広 が り，栽 培 され る よ うに な っ た。日本 で栽培 さ れ る辛

味 の 強 い 薬用 種 は タ カ ノツ メ群 ， ケイエ ン 群 で ある。

　成分 ：カ プ サ イシ ン な どの 辛味成分，カ ロ チ ノ イ ドな ど

の 色素，ビ タ ミン A ，B 、，　 B2，　 C な ど を含有す る。

　薬効 ：皮 膚の 刺 激 薬 と し て，神 経 痛，筋 肉痛 な ど に 外用 さ

れ る。また トウ ガ ラ シ チ ン キ （健 胃薬 ）や トウ ガ ラ シ
・サ リ

チル 酸精 （育毛，養毛剤） の 原料 と する。

　漢方処方 ： トウ ガ ラシ チン キ，トウ ガ ラ シ
・サ リチ ル 酸

な ど。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 が く

　選品 ：果肉が 厚 く，鮮紅色で 辛味 が 強 く， 茎 ， 果梗 ， 蕚 な

ど の よけ い な 混 じ りもの の な い もの が 良 品。

　◎四 川料理 に 欠 かせ な い 食材。
よく いに ん

慧苡 仁　（薬 味 ； 甘，淡，薬性 ＝涼）

　基源 ：イ ネ科 の ハ トム ギ Co   lachiy7ua一ブo 飯 L．　 Subsp ．

mayuen 　 T ．　 KOYAMA の 成 熱 種 子 の 種 皮 を除 い て 乾 燥 し た

もの。殻つ きとい うの は，包鞘を伴 っ た果実 で ， 市場 で は 「は

とむ ぎ」 と い う。 イネ科 の ジ ュ ズ ダ マ Co伽 〜如 耽 懈 σ
一iubi

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 せ ん こ く

L．の 成熟果実を乾 燥 した もの は 「川穀」 とい う。

　成分 ：で ん粉，た ん ぱ く質 ， 油 脂 な ど を含有す る。

　薬効 ：排 膿，利 尿，消 炎，鎮 痛薬 として ， 浮腫 ， さめ 肌，

　 　 　 と うつ う

い ぼ，疼 痛，リウ マ チ な どに 用 い られ る。
　 　 　 　 　 　 ま お う ＃ よ う に ん よ く い か ん ぞ う と う　　 ま きよう よ つ か ん とう

　漢 方処 方 ：麻黄 杏 仁 慧苡 甘 草湯 （麻杏 慧甘湯），慧苡附

子敗 醤 散，三 仁 湯 な ど。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 し ろ で

　選 品 ：渋皮 を取 っ た もの を白様 と い い ，色の 白い 大粒 の
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 むぎ で　　あか で

もの が 良品。渋皮を取らな い もの は ，麦様，赤様 とい い ，殻

の 薄い 仁 の 多い もの が 良 品。

　◎水に 半 日 くらい ひ た して も ど し， 米 な どの 穀物 と同 じ

ように 使 う。 や わ らか くな る まで 煮 るに は ，
か な りの 時間が

か か るか ら， 合 わせ る材 料 との 火 の 通 しか げん に 注意 th

れん に く 　 せ きれ ん し

蓮肉 ・石蓮子 （蓮 肉 ：薬 味 ＝甘，薬 性 ＝平 ；石 蓮 子 ：薬

　　　　　　　 味＝苦 ， 薬性 ＝寒）

　基 源 ：ス イ レ ン 科 の ハ J〈　Nelumbo 　 ntafera
’GAERTN ．の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 9 され ん し

成 熟 果 実 を乾 燥 した もの を 「石 蓮 子 」また は 「蓮 実 」と い い ，

殻をは ぎ取 っ た 種 子 を 「蓮 肉」ま た は単 に 「蓮 子 」 とい う。

日本 で も各 地 で 栽 培 され るが，主 に 食用 の 蓮 根 を取 るの が

目的 で ，蓮 肉 は ほ と ん ど 中 国か ら の 輸 入 晶 で あ る。

　成 分 ：た ん ぱ く質，脂 肪，炭 水 化 物，カ リウム ，リン ，鉄，

で ん粉 ア ル カ ロ イ ドを含 む。

　薬効 ：鎮静，滋養，強壮薬 と して 下痢，遺精，心悸，失眠

な ど に 応用 され る。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 せ い しん　　　 　　 　 か い きんさん

　漢方処方 ：蓮実丸，清心 蓮子飲，開際散 な ど。

　選 品 ：石 蓮 は，よ く熟 して 石 の よ うに か た く，黒 色 の 大 き

い もの が 良品。蓮肉は ，甘 皮 を取 り，乳 白色の 充実 した もの

が 良 品。

　＠水，ま たは 湯 に ひ た して も ど し， 皮 をむ い て か ら使 う。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 か：m
炒め もの

，
ス ープ

， お粥 な どに 適 す る。

4） 花　 　類

菊花 （薬味＝甘，薬性＝平）

　基 源 ：キ ク 科 の キ ク Chrnsanthemtim　 monjolium

IIEMSL．の 頭状花 で，白花 と黄花が あり，安徽省で 産す る
はく

「黽菊花」が 最良品。わが 国に 輸 入 され る もの は，淅 江省 産

の 杭菊花の うち黄菊花 が 主。台湾 の 台東 地 方 で も 多 く栽培

され て い る。日本で は 薬用 菊は産 しな い 。一般 に 市販 さ れ て・
　 　 　 　 　 　 　 　 　 く よ く

い る 「漢 菊 花 」 は 「苦 慧 」の こ とで ， ホ ソ バ ア ブ ラ ギ ク C．

lavandugaefolium　MAKINO の 頭 状 花 で 苦 味 が あ る。．

　成分 ：香気 成分 ， 炭 水 化 物 な ど を含 有す る。

　薬効 ：解熱 ， 解毒 ， 鎮 痛 ， 消 炎薬 と して，か ぜ ，発熱，頭

痛 ， め ま い
， 耳 鳴 り， 眼病，腫 瘍 の 痛 み な どに用 い られ る。

　漢方処方 ：菊花茶調散，菊花散，候氏黒散，桑菊散など。

　選品 ：黄菊花は 黄色多瓣 の ご く新 しい ，か さの 高 い もの
　 　 　 　 　 　 　 　 く よく

が 良晶．野菊の 花 （苦憙）， 苦味の あ る花， 古 い もの は 良 く

な い 。

　◎水 に つ け て も ど した もの を使 うほ か，エ キス を とっ て

使 う。彩 りに は 生の 菊 を添え る。
こう か

紅花 （薬味 ＝辛 ， 薬性＝温〉

　基 源 ：キ ク科 の べ ニ バ ナ Carthamtss　 tincton
’
tds　L．の 管

　 　 　 　 こ う ら ん か 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　 か な ん 　 　　 　 　 　　 　 し せ ん

状 花で，紅藍花 と もい う。中国河南 （懐紅花），四 川 （川紅

花），チベ ッ ト（蔵紅花），イン ド，日本 な どで 栽培 され る。
えん じ

臙 脂 （紅 ）を作 る材料 と して ， 江 戸 時代 に 山形 県 で 栽 培 され，
も がみぺ に

最 上 紅 は 江 戸か ら明 治 の 頃 の 婦 人 の 口 元 を飾 っ た。

　成 分 ：紅 色色素 カ タ ル ミ ン ，黄色色素サ フ ロ
ー一

ル イエ ロ

ー
， 脂 肪 油，リグナ ン な ど を含 み，葉に は フ ラボ ノ イ ドを含

有す る。

　 薬 効 ：通 経，｝￥JtlJ．薬 と し て 婦人病，更 年期障害な ど の 血行

障害の 治療に 用 い られ る。

　 漢 方処 方 ：活 血 通経 湯，紅 花 散 な ど。

　 選 品 ：鮮紅 色の 新 しい もの が 良品。年 を経 て 暗紅色 に 変

色 した もの は 良 くな い 。

　◎紅花は，鮮や か な 色を生 か した使 い 方 をす る。そ の ま

ま，ま た はひ た る くら い の 湯 に ひ た して か ら使 うが ，エ キ ス

が 出や す い の で t 軽 く火 を通す程 度 に する。
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サ フ ラ ン （薬味 ＝甘，薬性＝平）

　基源 ：ア ヤ メ科 の サ フ ラ ン Crocus　sativus　L．の 柱 頭，お

よび 花柱 の 上部 を乾 燥 した もの 。ス ペ イ ン
， イ タ リア，日本

（大 分 県 な ど ）で栽 培 さ れ て い る。紀 元 前か ら地 中海 沿 岸 地

方で，香味料 と して 用 い られ て い た 。中国 へ は 唐代に イ ン ド
　 　 　 　 　 　 う こ ん こ う

か ら渡 来 し，「鬱金香」と称 さ れ て い る。明 代 の 「本草綱 E］
　 　 ぱん こ う か 　　　　　さ　 ふ ら ん

に は 「番紅花」，「泪夫藍」の 名 で収め られて い る。日本に は

江 戸末期 に 渡 来 した。

　成 分 ：黄色色素 カ ロ チ ノ イ ド配糖体 （クロ シ ン な ど），苦

味 配糖 体 ， 精 油 な どを含 有するtt

　薬 効 ：鎮静，鎮 痛，通経 薬 と して，家庭 薬 製剤 に配 合 され

る。また 香味，着色料 と して 食品 に 用 い られ る。

　選 品 ：色 が 鮮紅 色で 潤 い が あ り，光沢 の あ る もの が 良 品。

黄色系 の 強 い もの は よ くな い 。

　◎輝 く よ うな 黄金色 と い い ，香 り，味 わ い と も，ス パ イス

の 王様的存在 で ある。パ エ リヤ，ブ イヤ ベ ー
ス な どに 欠か せ

な い 。
まい か い 　か

政瑰花 （薬 味 ＝H』， 微苦，薬 性 ＝温 〉

　基源 ：バ ラ科 の マ イ カ イ Rosa　n4gosa 　THUNB ，　 var ．

Plenα　REGEL の 花蕾 を乾燥 した もの 。中国の 浙 江 省 呉興 産

の もの が，品質最良 とい わ れ て い る。日本に は 江 戸 時代 に 渡

来 し，現 在栽培 さ れ て い る が，生 薬 と して の 生 産 は な い 。

　成 分 ：精 油 （フ ェ ニ
ー

ル エ チ ル ア ル コ
ー

ル な ど）を含有す

る。

　薬 効 ：活 血，調 経，抗 炎 症 薬 と して，肝 胃痛，乳癰腫毒，

生 理 不 順 ， リウマ チ，打 撲 症 な どに 応用 す る。現在 は 薬品よ

ワ， お茶 に混 入 した り，
ロ ーズ 汕 の 原 料 に した りす る。

　 　 　 　 　 　 ほ し んがん

　漢方処方 ：保真 丸 な ど。

　選 品 ：な るべ く新 し く， 淡 黄 褐 也 の もの が 良品 。 濃褐 色に

変色 した 虫喰 い の ある もの は よ くな い 。

　◎荒め の 粉末 に し，小麦粉類 に 混ぜ ，お 菓子 を作 っ た りす

る。そ の 他，煮込み ，ス
ープ など に も使 う。

　5） 根皮 ・樹皮類
け い ひ

桂皮 （薬 味 ＝ 辛，甘 ， 薬 性 ：温 ）

　基 源 ： ク ス ノ キ科 の ケ イ Cinnamomum 　 cassia 　BLUM　 E，

お よ び その 他 ニ
ッ ケ イ類 の 樹 皮で ， 商 品の 種 類が 多く，その

基 源植物もま ち ま ち で
， まだ 分 類 学的 に は 確 定 して い ない

。

市販品 は主に 中国南部 （広南桂皮 ， 東興糠 皮），
ペ トナ ム，

タイなどに 産す る もの 。なか で も中国産の 官桂 （神桂）が最

良品。

　成 分 ：株 ア ル デ ヒ ドな ど の 精油を含有す る。

　薬 効 ：健 胃，駆風 矯 味，発 汗，解 熱，鎮痛薬 と して，中

枢神 経 系の 興 奮 を鎮 静 し， 水 分代 謝 を調 節 す る。ま た 血 行 を

盛 ん に して 諸臓器 の 機能 を亢進す る作用 が あ るの で，かぜ，
頭痛 溌 熱 躰 鵡 な ど に 用 い る。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 りよ うけいじゆ つか ん とう

　漢方処方 ：桂 枝 湯，桂 枝 加 苟 薬 湯，苓桂 朮 廿 湯，桂枝生

姜枳実湯，桂枝苟 薬知 母湯 な ど。

　選 晶 ：厚み が あ っ て 形 が 大 き く，断 面は 紫紅 色 で，油分 の

多い ，香気 の 強 い もの が 良品。か む と辛 くて 甘 く，や や 麻痺

感 が あ っ て ， ざ ら ざ ら しな い もの が 佳 品。

　 ◎ シ ナ モ ン は セ イ ロ ン ケ イ Cinna”zomzanz 　 ventm 　 J．　 S．
PRESL ．の 枝 皮。カ ッ シ ア は ケ イの 樹皮 。

とち ゅ う

杜 仲 （薬咏；甘，薬性＝温 ）

　基 源 ： トチ ュ ウ 科 の 】・チ ュ ウ E ” comWia 　 ulmoides

OLIv ．の 樹皮 を乾燥 し た もの 。折 る と成分 と して 含 まれ る

グ ッ タペ ル カ が 糸 状 に 引 く。中国〔四 川，貴州省 な ど）に 産

し，近 年 長野 県 な ど で 多 く栽 塔 され，そ の 葉 を 「杜 仲茶」と

称 して 飲用 して い るが，利 尿，血 圧 降下，強 肝 の 作用 が 報告

され て い る。

　成分 ：樹脂 お よび グ ・
y タペ ル カ ， イ リ ドイ ドな ど を含 有

す る。

　薬効 ：強壮，鎮痛薬 と して ， イ ン ポ テ ン ツ ， 膝 関 節 痛 ， 妊

娠 の 腰重，高血 圧 に用 い る。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 せ ん き ん ほ よ うが ん

　漢方処方 ：杜紳丸，十補丸，大防風 湯，千 金保 孕 丸な ど。

　選 品 ：油分が 多く潤 い もあ っ て，横 に折 っ て 引きの ば す

と，銀 色 の 綿 糸 が た くさ ん 出る もの が 良品。

　 ◎杜 仲 は，料 理 に は 煮出 して エ キ ス を使 うu 生 ぐさ さ を抑

え る か ら，内 臓 類 な ど ク セ の あ る 材 料 に 向 く。薪葉は 生 で ，
て ん ぷ らに した り，ス ープ の 浮 き身な どに も用 い る。また，

酒 や 焼 酎 に ， 杜 仲 の 片 を加 えて 杜 仲 酒 を作 る 。

　6） 動 物 類
ち んサ ゆ

珍珠 （薬味＝甘，鹹，薬性＝寒）

　基源 ：淡水産 の イシ ガ イ（カ ラ ス ガ イ）科 の カ ワ シ ン ジ ュ

ガ イ Margentijera　margenttfera 　L．や シ ナ カ ラ ス ガ イ

C漉 伽 彪 躍 oα如 LEACH の 外套膜組織中に 病的 に形成 され

た 顆 粒 状 物質 で，米 粒 ほ ど の 細珠。ほ か に 海水産 の ウ グ イ ス

ガ イ科 の ア コ ヤ ガ イ　（シ ン ジ．z ガ イ ）Pinctada 嬲 α漉 ％藤

DUNKER ，お よび ク ロ チ ョ ウガ イ P．　 margan
’
ttfera　L．な ど

の 真 珠 も用 い られ る。

　成 分 ：炭 酸 カル シ ウ ム
， 有機物 ， 水 分 を含 み，有機物中に

は 数種 の ア ミ ノ 酸が 知 られ て い る。

　薬効 ：解熱，鎮静 鎮 痛薬 と して ， 不 眠 ， 遺精 ， の どの 痛

み など に 用 い るn また，滋養，強壮，去 痰，鎮 咳作川 もあ り，

肺結核患者に も用 い る。

　漢方処方 ：真珠丸，珍宝散，珍珠散な ど。

　選 品 ： 白 くて，光沢 の あ る もの が 良品。

　◎ 『開 宝 本 草 」に は 真珠の 原名 で 載 っ て い るが ，現 在 で は

貴重 な もの と して 「珍 珠 」と称 して い る。粉 末状 で 出 ま わ っ

て い る か ら，料理 に はふ りか け るだ け で，手 軽 に 使 え る。
かいば

海馬 （薬 味 ＝ 甘 ， 薬 性 ＝ 温 ）

　基 源 ： ヨ ウ ジ ウ オ 科，ウ ミ ウ マ 属 の オ オ ウ ミ ヤ マ
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HiPPocamPas ’擁 ”o鼠望

’
」ORDAS 　et　SNYDER （克氏海轟）や

イバ ラ タツ H．忽s’廐 KAUP （刺海馬）などの 内臓 と表面の

皮膜 を除 い た 乾燥体 。 タツ ノ オ トシ ゴ の 仲間で ， 水 馬 ， 龍 落

干 と もい う、

　成 分 ：未 詳

　薬効 ：強 精，催 乳薬と して，難産，イ ン ポ テ ン ツ
， 乳汁不

通 に 用 い る ほ か ， 鎮 痛 薬 と して 腹 痛 な どに も用 い る。ま た 男

性 ホ ル モ ン 作 用 が あ る。

　漢 方 処 方 ；海 馬揚 （木 香 湯）， 海 馬 抜毒散 な ど。

　選 品 ：体が 大 き くて，全身の 形 が 整 っ て い る もの で，よ く

乾燥 して い て色が 白く，虫に 喰われて い ない もの が 佳 品。

　◎ ス
ープ や煮込み な どに用 い る。味 は 渋味が あ るた め ， 味

だ しと して エ キス 分 を使 うが ，小 さ い 海馬は 食べ て もよ い 。
ゆうた ん

熊胆 （薬 味 ＝ 苦，薬性 ＝ 寒 ）

　 基 源 ： クマ 科 の ツ キ ノ ワ グマ Selenarctos　 thibetanttS　 G ．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 た ん の i

CUVIERや ヒ グマ Ursus　 arctos 　L．な どの 胆 嚢 に 入 っ て 胆 汁

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 い

を乾燥 させ た もの で ， 通 称 「熊 の 胆 」。日本 に古 くか ら その

薬用 知 識 が伝 え られ ， 独 自 で多くの 民 間療法が 開発 され て

い る。日本産 は 非常 に少 な く， 主に ヒマ ラヤ 産 の ツ キ ノ ワ グ

マ の 熊胆 が輸入 され て い たが，ワ シ ン トン 条約で禁止され，

現在 は北米産 の ヒ グマ の 仲間の もの が 用 い られて い る e し

ば しば豚胆 や牛胆が 混入されて い る。近年，中国で は ツ キノ

ワ グマ を飼育 して 熊胆 を採取 して い る。

　成分 ：胆 汁酸 （タ ウ ロ ウル ソ デ オ キ シ コ
ー

ル 酸）が 主 成

分。
　 　 　 　 ち ん け い
　薬効 ：鎮 痙 ， 強 心 ， 解 毒 ， 健 胃 ， 胆 汁分 泌促 進 薬 と して，
　 　 ＃ よ うかん

腹漁 驚 癇，熱 痛 ， 脳 膜 炎 ， ひ きつ け な どに用 い られ る n

　 　 　 　 　 　 　 L や゚ こ うが ん

　漢方 処 方 ：熊 胆 麝 香丸， 熊 胆丸， 奇応 丸 ， 黒丸 子 な ど。

　選 品 1漆 黒 色 で光 沢 が あ り，こ げ くさ さが あっ て，苦味を

強 く感 じる もの が 良 品。白色 の 茶 わん に 清水を
一
杯 用 意し，

　 　 　 ご　 ま

そ れ に胡 麻 の 半粒大 の 熊胆 を浮か べ る と，水面 を迅速に 休

止せ ずま わ り，溶け て しまうの が 真品。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （終 〉
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